
(57)【要約】

　【課題】　放球塔内で観測用気球が正規に膨らみ、安

全に放球できる放球装置を提供する。

　【解決手段】放球準備室2から隣室の放球塔3に向けて

水平移動可能なトレー2bには、移動方向先端側にガス供

給口13を設け、ガス充填前の観測用気球の吸入口14がガ

ス供給口13に脱着可能に連結される。そしてトレー2ｂ

には、トレー2ｂの移動方向に沿ってガス充填前の観測

用気球11が収納される小筒12が先端開口12ａを上方に向

けて傾斜配置されており、観測用気球11における吸入口

14から先端開口12aに亘る部分は上方に凸の山なり形状

とした。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 放 球 準 備 室 か ら 隣 室 の 放 球 塔 に 向 け て 水 平 移 動 可 能 で 、 移 動 方 向 先 端 側 に ガ ス 供 給 口 を
設 け た ト レ ー と 、 前 記 ガ ス 供 給 口 に 脱 着 可 能 に ガ ス 吸 入 口 が 連 結 さ れ 、 該 ト レ ー の 移 動 方
向 後 端 側 に 向 け て 配 置 さ れ た ガ ス 充 填 前 の 観 測 用 気 球 と 、 前 記 ト レ ー が 前 記 放 球 塔 内 に 供
給 さ れ る と 前 記 ガ ス 供 給 口 か ら 前 記 ガ ス 吸 入 口 を 介 し て 前 記 観 測 用 気 球 内 に ガ ス を 充 填 す
る ガ ス 供 給 手 段 と を 有 し 、 前 記 観 測 用 気 球 に 所 定 量 の ガ ス が 充 填 さ れ る と 前 記 ガ ス 供 給 口
か ら 前 記 ガ ス 吸 入 口 の 連 結 を 解 除 し て 放 球 を 行 な う 放 球 装 置 に お い て 、
　 前 記 ト レ ー に は 、 前 記 ト レ ー の 移 動 方 向 に 沿 っ て 前 記 ガ ス 充 填 前 の 観 測 用 気 球 が 収 納 さ
れ る 小 筒 が 配 置 さ れ て お り 、 該 小 筒 は 先 端 開 口 が 前 記 ガ ス 供 給 口 と 対 向 し 、 且 つ 該 先 端 開
口 が 上 方 に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 放 球 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 小 筒 に 先 端 開 口 よ り 前 記 観 測 用 気 球 が 収 納 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 観 測 用 気 球 に
お け る 前 記 ガ ス 吸 入 口 か ら 前 記 小 筒 の 開 口 先 端 に か か る 部 分 は 上 方 に 凸 の 山 な り 形 状 と し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 放 球 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ト レ ー は 複 数 設 け ら れ 、 選 択 さ れ た 一 つ の ト レ ー が 前 記 放 球 塔 に 向 け て 移 動 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 放 球 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 気 象 観 測 用 気 球 を 自 動 的 に 無 人 で 放 球 す る 放 球 装 置 に 係 り 、 特 に 放 球 塔 内 の
気 球 の 張 付 き を 防 止 で き る 放 球 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 層 気 象 観 測 シ ス テ ム と し て 、 図 ７ に 示 す よ う な 集 合 型 の シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る 。
こ の 集 合 型 高 層 気 象 観 測 シ ス テ ム は 、 観 測 用 気 球 に 吊 り 下 げ ら れ た ラ ジ オ ゾ ン デ か ら の 観
測 情 報 を 種 々 の 受 信 機 に よ り 受 信 す る 受 信 室 １ と 、 こ の 受 信 室 １ に 隣 接 す る 放 球 準 備 室 ２
と 、 放 球 準 備 室 ２ に 隣 接 す る 筒 体 ３ ａ が 上 下 方 向 に 直 立 す る 放 球 塔 ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 放 球 準 備 室 ２ は 、 間 欠 的 に 回 転 す る 水 平 に 配 置 さ れ た タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ を 有 し 、 こ の
タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ に は 放 射 方 向 に 細 長 い ト レ ー ２ ｂ が 周 方 向 に 沿 っ て 等 間 隔 に 複 数 配 置
さ れ て い る 。 こ の 複 数 の ト レ ー ２ ｂ に は 、 径 方 向 先 端 部 に 水 素 ガ ス 等 の ガ ス 供 給 口 が 取 り
付 け ら れ て い る 。 観 測 用 気 球 は 、 こ の ガ ス 供 給 口 に 吸 入 口 が 取 り 外 し 可 能 に 連 結 さ れ 、 ト
レ ー ２ ｂ 上 に 畳 ま れ て 径 方 向 内 側 に 向 け て 載 置 さ れ て い る 。 ま た 、 観 測 用 の 気 球 に は 、 ロ
ー プ を 介 し て ラ ジ オ ゾ ン デ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 こ の ト レ ー ２ ｂ 上 に 載 置 さ れ て い る 観 測 用 気 球 に 例 え ば 水 素 ガ ス を 前 記 ガ
ス 供 給 口 か ら 充 填 す れ ば 、 観 測 用 気 球 の 放 球 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ に 配 置 さ れ て い る 複 数 の ト レ ー ２ ｂ は 、 放 射 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能
に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 放 球 準 備 室 ２ と 放 球 塔 ３ と の 隔 壁 ４ に は 、 開 閉 ド ア ー 付 の 開 口 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 タ
ー ン テ ー ブ ル ２ ａ が １ 回 の 間 欠 送 り を 行 う と 、 一 つ の ト レ ー ２ ｂ の 外 端 が こ の 開 口 ５ に 正
対 し 、 次 に タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ を 間 欠 駆 動 す る と 、 次 の ト レ ー ２ ｂ が 開 口 ５ に 正 対 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 観 測 時 間 が 近 づ く と 、 前 記 ラ ジ オ ゾ ン デ の 注 水 電 池 に 自 動 的 に 水 が 給 水 さ れ 、 開 口 ５ の
ド ア ー が 開 く 。 そ し て 、 タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ の 上 方 か ら 開 口 ５ の 形 成 さ れ た 隔 壁 に 向 か っ
て レ ー ル ６ が 水 平 に 配 置 さ れ 、 こ の レ ー ル ６ に シ リ ン ダ ー 駆 動 に よ り 水 平 移 動 す る 不 図 示
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の 押 し 出 し 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 押 し 出 し 部 材 は 開 口 ５ に 正 対 す る ト レ ー ２ ｂ
の 内 径 端 に 係 合 し 、 該 押 し 出 し 部 材 が 該 開 口 ５ に 向 か っ て 移 動 す る こ と に よ り 、 ト レ ー ２
ｂ を 開 口 ５ を 通 し て 放 球 塔 ３ の 筒 体 ３ ａ 内 に 送 り 込 む 。 ト レ ー ２ ｂ の 先 端 部 が 筒 体 ３ ａ 内
の 所 定 位 置 ま で 送 り 込 ま れ る と 、 ト レ ー ２ ｂ の 送 り 込 み 動 作 が 停 止 し 、 開 口 ５ の 開 閉 ド ア
ー が 閉 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ト レ ー ２ ｂ が 筒 体 ３ ａ 内 の 所 定 位 置 に 停 止 す る と 、 筒 体 ３ ａ の 底 部 か ら ト レ ー ２ ｂ の 裏
面 側 に 向 け て ガ ス 供 給 ノ ズ ル が 上 昇 し 、 ト レ ー ２ ｂ に 設 け た ガ ス 供 給 口 の 下 端 に 該 ガ ス 供
給 ノ ズ ル が 連 結 さ れ る 。 す る と 、 水 素 ガ ス ボ ン ベ ７ か ら の 水 素 ガ ス が 観 測 用 気 球 内 に 供 給
さ れ る 。 観 測 用 気 球 内 に 水 素 ガ ス が 充 填 さ れ る に つ れ て 、 観 測 用 気 球 が 大 き く な っ て 浮 か
び 上 が り は じ め 、 所 定 量 の 水 素 ガ ス が 供 給 さ れ る と 、 ト レ ー ２ ｂ に 固 定 さ れ て い る ガ ス 供
給 口 か ら 観 測 用 気 球 の ガ ス 吸 入 口 を 離 脱 さ せ る と 、 筒 体 ３ ａ の 開 口 し て い る 上 部 か ら ラ ジ
オ ゾ ン デ が 観 測 用 気 球 と 共 に 放 球 さ れ る 。 そ の 際 、 筒 体 ３ ａ の 上 部 開 口 を 覆 っ て い る 開 閉
ド ー ム ８ が 開 い て お り 、 前 記 観 測 用 気 球 と 前 記 ラ ジ オ ゾ ン デ が 放 球 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 放 球 が 終 了 す る と 、 開 口 ５ の 開 閉 ド ア ー が 開 い て 空 と な っ た ト レ ー ２ ｂ が 前 記 押
し 出 し 部 材 に よ り 再 び タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ の 元 の 位 置 ま で 戻 さ れ 、 該 開 口 ５ の 開 閉 ド ア ー
が 閉 ざ さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 放 球 塔 ３ は 、 放 球 の た め に ト レ ー ２ ｂ が 筒 体 ３ ａ 内 に 送 り 込 ま れ る と 、 開 閉
ド ー ム ８ が 開 く 。 開 閉 ド ー ム ８ が 開 い て い る 時 に 雨 、 雪 が 降 っ て い る と 、 筒 体 ３ ａ 内 に も
入 り 込 み 、 筒 体 ３ 内 を 濡 ら し て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 観 測 用 気 球 に は 、 外 表 面 に パ ウ ダ ー が か か っ て お り 、 畳 ん で い る 観 測 用 気 球 に 水
素 ガ ス を 供 給 し た 際 に 観 測 用 気 球 が ス ム ー ズ に 広 が る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 筒 体 ３ ａ の 内 面 が 濡 れ て い る と 、 観 測 用 気 球 内 に ガ ス を 充 填 し て い る 最
中 に 当 該 観 測 用 気 球 が 膨 ら ん で 行 く 途 中 で ト レ ー ２ ｂ か ら 外 れ て 床 あ る い は 側 面 に 触 れ る
と 、 観 測 用 気 球 の 表 面 が 濡 れ 、 観 測 用 気 球 の 表 面 同 士 が 張 り 付 き 、 観 測 用 気 球 の 下 端 で あ
る 吸 入 口 の 少 し 上 の 位 置 を 膨 ら み の ト ッ プ と し 、 こ の ト ッ プ 位 置 が 徐 々 に 上 方 へ 移 動 し 、
最 後 に 気 球 の ト ッ プ に 達 す る と い う 正 規 の 膨 れ 方 が 出 来 な く な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 筒 体 ３ の 内 面 が 濡 れ て い る と 、 観 測 用 気 球 が 筒 体 ３ ａ の 内 面 に 張 り 付 き 、 上 述 の
よ う な 正 規 の 膨 れ 方 が で き な く な り 、 気 球 が 破 裂 す る お そ れ が あ る 。 こ の よ う な 気 球 外 表
面 の 張 り 付 き は 、 気 球 の 外 表 面 に か け て あ る パ ウ ダ ー が 濡 れ る と 更 に 助 長 す る 原 因 と も な
っ て い た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 し 、 放 球 塔 内 で 観 測 用 気 球 が 正 規 に 膨 ら み 、
安 全 に 放 球 で き る 放 球 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 発 明 の 目 的 を 実 現 す る 構 成 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の よ う に 、 放 球 準 備 室 か ら 隣 室 の 放
球 塔 に 向 け て 水 平 移 動 可 能 で 、 移 動 方 向 先 端 側 に ガ ス 供 給 口 を 設 け た ト レ ー と 、 前 記 ガ ス
供 給 口 に 脱 着 可 能 に ガ ス 吸 入 口 が 連 結 さ れ 、 該 ト レ ー の 移 動 方 向 後 端 側 に 向 け て 配 置 さ れ
た ガ ス 充 填 前 の 観 測 用 気 球 と 、 前 記 ト レ ー が 前 記 放 球 塔 内 に 供 給 さ れ る と 前 記 ガ ス 供 給 口
か ら 前 記 ガ ス 吸 入 口 を 介 し て 前 記 観 測 用 気 球 内 に ガ ス を 充 填 す る ガ ス 供 給 手 段 と を 有 し 、
前 記 観 測 用 気 球 に 所 定 量 の ガ ス が 充 填 さ れ る と 前 記 ガ ス 供 給 口 か ら 前 記 ガ ス 吸 入 口 の 連 結
を 解 除 し て 放 球 を 行 な う 放 球 装 置 に お い て 、 前 記 ト レ ー に は 、 前 記 ト レ ー の 移 動 方 向 に 沿
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っ て 前 記 ガ ス 充 填 前 の 観 測 用 気 球 が 収 納 さ れ る 小 筒 が 配 置 さ れ て お り 、 該 小 筒 は 先 端 開 口
が 前 記 ガ ス 供 給 口 と 対 向 し 、 且 つ 該 先 端 開 口 が 上 方 に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 放 球
装 置 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 し た 構 成 で 、 前 記 小 筒 に 先 端 開 口 よ り 前 記 観 測 用 気 球 が 収 納 さ れ た 状 態 に お い て 、
前 記 観 測 用 気 球 に お け る 前 記 ガ ス 吸 入 口 か ら 前 記 小 筒 の 開 口 先 端 に か か る 部 分 は 上 方 に 凸
の 山 な り 形 状 に し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 し た 構 成 で 、 前 記 ト レ ー は 複 数 設 け ら れ 、 選 択 さ れ た 一 つ の ト レ ー が 前 記 放 球 塔 に
向 け て 移 動 さ れ る よ う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 発 明 に よ れ ば 、 観 測 用 気 球 に 水 素 な ど の ガ ス を 充 填 す る と 、 正 規 の 膨 ら み 方 で 放 球
塔 の 中 心 部 に 向 け て 気 球 全 体 が 押 し 出 さ れ る よ う に 浮 か び 上 が り な が ら 膨 ら む の で 、 膨 ら
む 途 中 で ね じ れ た り 、 放 球 塔 の 内 周 面 へ の 張 り 付 く こ と が な く な り 、 破 裂 な ど を 生 じ さ せ
る こ と な く 確 実 に 放 球 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 本 発 明 を 図 面 に 示 す 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 図 ７ に 示 す と 同 様 に 、 通 信 室 １ 、 放 球 準 備 室 ２ 及 び 放 球 塔 ３ か ら 構 成
さ れ る 集 合 型 高 層 気 象 観 測 シ ス テ ム に 利 用 さ れ る も の で 、 図 ７ に 示 す 部 材 と 同 じ 部 材 に は
同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 は 、 タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ に 用 意 さ れ て い る 複 数 （
本 実 施 の 形 態 で は ２ ４ 個 ） の ト レ ー ２ ｂ に 、 観 測 用 気 球 １ １ を 収 納 す る 小 筒 １ ２ を 傾 斜 配
置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 小 筒 １ ２ は 、 タ ー ン テ ー ブ ル ２ の 径 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る と 共 に 、 ト レ ー ２ ｂ の
外 端 部 に 固 定 さ れ て い る ガ ス 供 給 口 １ ３ に 対 向 す る 外 方 端 １ ２ ａ が 上 方 に 向 か っ て 傾 斜 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 小 筒 １ ２ の 外 方 端 １ ２ ａ は 開 口 し 且 つ 拡 開 し て 観 測 用 気 球 １ １ の 挿 入 を 容 易 と し て お り
、 観 測 用 気 球 １ １ の 吸 入 口 １ ４ が ガ ス 供 給 口 １ ３ に 連 結 さ れ た 状 態 に お い て 、 ガ ス が ま だ
充 填 さ れ て い な い 観 測 用 気 球 １ １ は 小 筒 １ ２ 内 に 先 端 側 か ら 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 観 測 用 気 球 １ １ と し て は 、 例 え ば ガ ス 吸 入 口 の 長 さ が 約 １ ０ ｃ ｍ 、 気 球 部 の 長 さ が １ ７
０ ｃ ｍ の ゴ ム 製 で 、 膨 ら む と 直 径 １ ８ ０ ｃ ｍ 程 度 と な る 。 ま た 筒 体 １ ２ に 収 め る 気 球 の 長
さ は 先 端 か ら 約 １ ５ ０ ｃ ｍ ま で と し 、 ガ ス 吸 入 口 １ ４ の 長 さ １ ０ ｃ ｍ と 、 続 く ２ ０ ｃ ｍ の
部 分 が 筒 体 １ ２ か ら 外 部 に 露 出 し て い る 部 分 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ト レ ー ２ ｂ が 放 球 塔 ３ の 筒 体 ３ ａ の 所 定 位 置 ま で 送 り 込 ま れ た 状 態 で 、 小 筒 １ ２
の 後 端 は 筒 体 ３ ａ 内 ま で 入 り 込 ん で お り 、 放 球 準 備 室 ２ と 放 球 塔 ３ と の 隔 壁 ４ に 形 成 さ れ
て い る 開 口 ５ の 開 閉 ド ア ー を 閉 め る こ と に 小 筒 １ ２ は 何 ら の 影 響 も 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 傾 斜 し て い る 小 筒 １ ２ 内 に 観 測 用 気 球 １ １ を 収 納 し た 状 態 に お い て
、 吸 入 口 １ ４ か ら 小 筒 １ ２ の 開 口 端 に か け て 観 測 用 気 球 １ １ は 全 体 的 に 上 方 に 凸 の 山 な り
状 に な っ て い る 。 こ の 状 態 で 吸 入 口 １ ４ 側 か ら ガ ス （ 水 素 ガ ス ） を 観 測 用 気 球 １ １ 内 に 供
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給 す る と 、 水 素 ガ ス は 吸 入 口 １ ４ の 上 方 の 山 な り 部 分 に 溜 ま り 、 そ こ か ら 大 き く 膨 ら み な
が ら 上 方 に 浮 か ぶ と い う 正 規 の 膨 ら み 方 で 観 測 用 気 球 １ １ 内 に 水 素 ガ ス が 供 給 さ れ る 。 も
し も こ の 小 筒 １ ２ が な け れ ば 、 ガ ス の 供 給 初 期 時 に お い て 、 従 来 の よ う に 観 測 用 気 球 １ １
は 放 球 塔 ３ の 濡 れ た 内 面 に 張 り 付 く 場 合 が あ り 、 膨 ら む 途 中 で 気 球 が 捩 れ た り 、 想 定 外 の
方 向 に 膨 ら む お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し か し な が ら 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 、 小 筒 １ ２ 内 に 観 測 用 気 球 １ １ を 収 め て お き 、 こ
の 小 筒 １ １ を 傾 斜 さ せ る こ と に よ り 吸 入 口 １ ４ と 小 筒 １ ２ の 傾 斜 上 端 の 開 口 と の 間 に 差 し
渡 さ れ る 観 測 用 気 球 １ １ の 下 端 部 を 上 方 に 凸 と な る 山 な り 状 態 に 保 持 さ せ て お く こ と に よ
り 、 水 素 ガ ス の 供 給 時 に 上 述 し た 正 規 の 膨 ら み 方 で 観 測 用 気 球 １ １ が 膨 ら む の で 、 観 測 用
気 球 １ １ が 放 球 塔 ３ の 内 面 に 張 り 付 き に く く す る こ と が で き る 。 ま た 、 観 測 用 気 球 １ １ は
放 球 塔 ３ の 筒 体 ３ ａ の 中 央 部 分 に 向 け て 押 し 出 さ れ る の で 、 筒 体 ３ ａ 内 で の 大 き な 偏 り が
生 じ る こ と な く 膨 ら む こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の た め 、 観 測 用 気 球 １ １ の 表 面 同 士 が 張 り 付 い た り 、 筒 体 ３ ａ の 内 面 に べ っ た り と 接
触 す る こ と が 防 止 で き 、 観 測 用 気 球 １ １ を 安 全 に 放 球 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 小 筒 １ ２ を ト レ ー ２ ｂ に 設 け る と い う 簡 単 な 構 成 で 、 観 測 用 気 球 １ １ に 水
素 ガ ス を 充 填 す る 際 に 、 観 測 用 気 球 １ １ の 外 表 面 同 士 の 張 り 付 き 、 観 測 用 気 球 １ １ の 外 表
面 が 筒 体 ３ ａ の 内 面 に 触 れ て 張 り 付 く こ と が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 小 筒 １ ２ を 使 用 し な く て も 、 観 測 用 気 球 １ １ が 放 球 塔 ３ の 筒 体 ３ ａ 内
で 外 表 面 が 濡 れ る の を 防 止 す る 構 成 を 図 ３ に 示 す 。 ま た 、 図 ３ に 示 す 構 成 を こ の 小 筒 １ ２
と 併 用 す る こ と に よ り 、 よ り 一 層 観 測 用 気 球 １ １ の 張 り 付 き を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に 示 す 構 成 は 、 放 球 塔 ３ の 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 繊 維 製 の 網 １ ６ を 張 り 巡 ら す 共 に 、
筒 体 ３ ａ の 床 １ ５ に も 繊 維 製 の 網 １ ７ を 張 り 巡 ら す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 床 １ ５ に 張 り 巡 ら す 網 １ ７ は 、 床 １ ５ の 全 域 に 張 り 巡 ら し て も 良 い が 、 筒 体 ３ ａ
内 に 送 り 込 ま れ て い る ト レ ー ２ ｂ の 先 端 部 （ 筒 体 ３ ｂ の 中 心 よ り も 開 口 ５ 側 に 位 置 す る ）
か ら 開 口 ５ の 間 に 観 測 用 気 球 １ １ が 存 在 し て い る こ と か ら 、 ガ ス 充 填 開 始 時 に 観 測 用 気 球
１ １ が 膨 ら み 始 め の 拡 開 状 態 如 何 に よ り 、 観 測 用 気 球 １ １ が 触 れ る 床 １ ５ の 領 域 は 、 床 全
体 の う ち 開 口 ５ 側 の 約 半 部 分 と 言 え る 。 こ の た め 、 網 １ ７ は 略 半 円 の 上 記 し た 開 口 ５ 側 の
領 域 に 張 り 巡 ら せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 張 り 巡 ら す 網 １ ６ は 、 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 の 全 周 、 上 下 方 向
の 全 域 に 張 り 巡 ら し て も 良 い が 、 筒 体 ３ ａ 内 に 送 り 込 ま れ て い る ト レ ー ２ ｂ の 先 端 部 （ 筒
体 ３ ｂ の 中 心 よ り も 開 口 ５ 側 に 位 置 す る ） か ら 開 口 ５ の 間 に 観 測 用 気 球 １ １ が 存 在 し て い
る こ と か ら 、 ガ ス 充 填 開 始 時 に 観 測 用 気 球 １ １ が 膨 ら み 始 め の 拡 開 領 域 は 、 開 口 ５ 側 の 略
半 部 分 で あ る こ と か ら 、 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 の う ち 、 開 口 ５ 側 の 略 半 部 分 と し 、 ま た 観 測 用
気 球 １ １ が 大 き く 膨 ら む と 、 も は や 張 り 付 き の 問 題 も 無 く な る の で 、 床 か ら せ い ぜ い 1.5
ｍ 程 度 の 高 さ ま で と し て い る 。 な お 、 開 口 ５ を 除 い て 網 １ ６ は 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 張 り 巡
ら さ れ て い る 。 こ の 網 １ ６ ， １ ７ は 例 え ば 穴 径 １ ５ ｍ ｍ 角 の ナ イ ロ ン 製 ネ ッ ト を 使 用 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 及 び 床 １ ５ に 網 １ ６ ， １ ７ を 張 り 巡 ら す こ と に よ
り 、 開 閉 ド ー ム ８ を 開 い て い る と き に 雨 や 雪 な ど が 筒 体 ３ ａ 内 に 入 り 込 み 、 筒 体 ３ ａ の 内
周 面 及 び 床 １ ５ が 濡 れ て い て も 、 こ れ ら の 網 １ ６ 、 １ ７ に 遮 ら れ て 観 測 用 気 球 １ １ が 筒 体
３ ａ の 内 周 面 及 び 床 １ ５ に 直 接 触 れ る こ と が な い 。 網 １ ６ 、 １ ７ 自 体 も 濡 れ る が 、 観 測 用
気 球 の 外 表 面 と の 接 触 面 積 が 少 な い の で 、 張 り 付 き の 問 題 は 発 生 し な い 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 床 １ ５ 上 に 網 １ ７ を 張 り 巡 ら せ る こ と に よ り 、 ガ ス 充 填 初 期 時 に 観 測 用 気
球 １ １ が 床 に 落 ち て 外 表 面 が 広 範 囲 に 亘 っ て 濡 れ る こ と を 防 ぎ 、 ま た 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に
網 １ ６ を 張 り 巡 ら す こ と に よ り 、 膨 ら み 始 め て 浮 か ん だ 観 測 用 気 球 １ １ の 外 表 面 が 筒 体 ３
ａ の 内 周 面 に 直 接 触 れ て 濡 ら さ れ 、 観 測 用 気 球 １ １ の 外 表 面 が 筒 体 ３ ａ の 内 表 面 に 張 り 付
く こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 確 実 に 筒 体 ３ ａ か ら 観 測 用 気 球 １ １ を 放 球 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 筒 体 ３ ａ の 底 部 に は 、 空 気 孔 が 形 成 さ れ 、 筒 体 ３ ａ の 上 方 に 向 け て 気 流 の 流 れ を
作 り 、 放 球 時 に 観 測 用 気 球 １ １ が 真 上 に 向 か っ て 放 球 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 し た 説 明 は 、 網 １ ６ 、 １ ７ に よ り 観 測 用 気 球 １ １ の 外 表 面 が 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 、 床
１ ５ に 直 接 触 れ な い よ う に し た 例 に つ い て 述 べ て い る が 、 観 測 用 気 球 １ １ へ の ガ ス 充 填 時
に 観 測 用 気 球 １ １ が 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 接 触 す る こ と に よ り 、 観 測 用 気 球 １ １ の ス ム ー ズ
な 拡 開 が 阻 害 さ れ る こ と が あ る 。 以 下 に こ の よ う な 現 象 の 発 生 と そ の 防 止 対 策 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 開 口 ５ を 通 し て 筒 体 ３ ａ 内 に 送 り 込 ま れ て い る ト レ ー ２ ｂ は 、 そ の 先 端 部 に 設 け た ガ ス
供 給 口 １ ３ か ら 開 口 ５ の 間 に 観 測 用 気 球 １ １ が 存 在 し て い る こ と か ら 、 観 測 用 気 球 １ １ に
水 素 ガ ス を 供 給 す る に 従 っ て 、 ガ ス 供 給 口 １ ３ を 中 心 と し 先 端 が 延 び な が ら 円 弧 を 描 く よ
う に 上 方 に 向 け て 移 動 す る 。 そ の 際 、 観 測 用 気 球 １ １ の 延 び る 先 端 部 は 開 口 ５ の 上 方 位 置
に お け る 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 観 測 用 気 球 １ １ の 外 表 面 に は 前 述 の よ う に パ ウ ダ ー が か か っ て い る た め 、 筒 体 ３ ａ の 内
表 面 と 接 触 し て も ス ム ー ズ な 接 触 が 保 障 さ れ る 。 し か し 、 ガ ス 充 填 の 初 期 時 の よ う に 、 観
測 用 気 球 １ １ の 先 端 が 径 方 向 外 方 に 向 け て 延 び る 状 態 で 筒 体 内 面 が 濡 れ て い る 場 合 、 観 測
用 気 球 １ １ の 先 端 部 が 大 き な 摩 擦 力 を 持 っ て 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 と 接 触 す る 。 そ し て 、 ト レ
ー ２ ｂ に 対 し て 観 測 用 気 球 １ １ が そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 横 た わ っ て い る こ と か ら 、 こ の 大
き な 摩 擦 力 を 持 っ て 接 触 す る 接 触 部 分 は 、 開 口 ５ の 左 右 周 囲 と そ の 上 方 部 分 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ こ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 開 口 ５ の 左 右 周 囲 と そ の 上 方 の 範 囲 に 、 撥 水 性 に 優 れ た シ
ー ト （ テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 製 の シ ー ト ） １ ８ を 貼 り 付 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し た が っ て 、 膨 ら ん だ 観 測 用 気 球 １ １ の 先 端 部 が こ の 高 撥 水 シ ー ト １ ８ に 接 触 し て も 水
滴 が 殆 ど 付 着 し て お ら ず 、 し か も 表 面 が 滑 ら か な の で 気 球 １ １ の 拡 開 が ス ム ー ズ に 行 な わ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す 網 １ ６ を 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 張 り 巡 ら し た 上 に 、 こ の 高 撥 水 性 の シ ー
ト １ ８ を 貼 る よ う に し て も 良 い 。 勿 論 、 図 １ 、 ２ に 示 す 小 筒 １ ２ を 用 い た 上 に 、 こ の 高 撥
水 性 シ ー ト １ ８ を 用 い れ ば 、 よ り 一 層 観 測 用 気 球 １ １ の 放 球 を 確 実 に 行 な え る が 、 小 筒 １
２ を 使 用 し な く て も 、 こ の 高 撥 水 性 シ ー ト １ ８ と 網 １ ６ 、 １ ７ を 筒 体 ３ ａ の 内 周 面 に 設 け
る だ け で も 観 測 用 気 球 １ １ へ の 水 素 ガ ス の 充 填 時 に 観 測 用 気 球 １ １ を 正 規 の 膨 ら み 手 順 に
則 っ て ス ム ー ズ に 膨 ら ま せ る （ 拡 開 さ せ る ） こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 所 定 量 の ガ ス が 観 測 用 気 球 １ １ 内 に 充 填 さ れ る と 、 ト レ ー ２ ｂ の ガ ス 供 給 口 １ ３ か ら ガ
ス 吸 入 口 １ ４ の 接 続 が 解 除 さ れ 、 圧 縮 空 気 が 上 方 の 気 球 １ １ に 向 け て 噴 出 さ れ て 観 測 用 気
球 １ １ の 放 球 が 行 な わ れ る 。 そ し て 、 ト レ ー ２ ｂ の ガ ス 供 給 口 １ ３ 等 に 対 し て ト レ ー ２ ｂ
の 下 部 で 接 続 さ れ て い た ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト （ 不 図 示 ） が 下 方 に 降 下 し 、 ト レ ー ２ ｂ が 放 球
準 備 室 ２ 内 の タ ー ン テ ー ブ ル ２ ａ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 の よ う に 、 観 測 用 気 球 １ １ の 放 球 の 際 に 、 筒 体 ３ ａ の 床 １ ５ に は 孔 部 （ 通 風 口 ） が
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形 成 さ れ 、 こ の 通 風 口 を 通 し て 下 方 か ら 筒 体 ３ ａ 内 に 空 気 が 流 れ 込 み 、 上 方 か ら 抜 け 出 る
と い う 上 昇 気 流 を 作 り 出 し て い る が 、 床 １ ５ を 通 過 す る 際 の 空 気 の 流 れ に 乱 れ が 生 じ る と
、 筒 体 ３ ａ 内 に 対 流 が 生 じ た り 、 旋 回 流 が 生 じ た り 、 ま た 対 流 と 旋 回 流 と の 組 み 合 わ せ で
複 雑 な 流 れ が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ こ で 、 前 記 通 風 口 に 整 流 ボ ッ ク ス １ ９ を 床 １ ５ の 外 側 か ら 設 け 、 該 通 風 口 を 通 過 す る
空 気 の 流 れ を 下 方 か ら 上 方 に 向 け て 真 っ 直 ぐ な 流 れ と し て い る 。 こ の 整 流 ボ ッ ク ス １ ９ は
上 下 方 向 に 多 数 の ハ ニ カ ム 構 造 の 通 風 路 を 形 成 し た も の で 、 風 が 各 通 風 路 を 通 過 す る 際 に
真 っ 直 ぐ な 流 れ に 整 え ら れ 、 通 風 口 を 通 過 す る 際 に 斜 め に 流 れ た り す る こ と が な く な り 、
上 述 の 対 流 や 旋 回 流 な ど の 発 生 が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 ト レ ー ２ ｂ の ガ ス 供 給 口 １ ３ 等 と 接
続 さ れ る ガ ス 供 給 ユ ニ ッ ト は 床 １ ５ よ り も 外 側 に 出 て い る た め 、 こ こ か ら も 筒 体 ３ ａ 内 に
空 気 が 流 れ 込 み 、 上 述 の 乱 流 、 旋 回 流 の 流 れ が 発 生 す る こ と も あ る 。 こ の た め 、 こ の ガ ス
供 給 ユ ニ ッ ト を 覆 う 外 装 ボ ッ ク ス ２ ０ を 床 １ ５ の 外 面 側 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 床 １ ５ は 半 円 板 部 ２ １ が ヒ ン ジ 部 材 １ ５ ａ を 介 し て 床 １ ５ に 開 閉 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、
こ の 半 円 板 部 ２ １ に 前 記 通 風 口 が 形 成 さ れ る と 共 に 整 流 ボ ッ ク ス １ ９ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。 そ し て 一 対 の ハ ン ド ル 部 材 ２ ２ を 手 で 握 っ て 半 円 板 部 ２ １ の 開 閉 操 作 を 行 な え る よ う
に し て い る 。 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 整 流 ボ ッ ク ス １ ９ は 、 床 １ ５ に お い て 、 放 球 準
備 室 ２ か ら 最 も 離 れ た 位 置 に 設 け て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 通 風 口 が 形
成 で き る 位 置 で あ れ ば 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 特 徴 的 部 分 を 示 す タ ー ン テ ー ブ ル の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 放 球 塔 内 の 様 子 を 示 す 一 部 切 欠 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 放 球 塔 内 の 様 子 を 示 す 一 部 切 欠 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 放 球 塔 の 底 側 を 外 部 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 底 面 図 。
【 図 ７ 】 集 合 型 高 層 気 象 観 測 シ ス テ ム の 概 要 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ 　 通 信 室
２ 　 放 球 準 備 室
　 　 ２ ａ 　 タ ー ン テ ー ブ ル 　 　 　 ２ ｂ 　 ト レ ー
３ 　 放 球 塔
　 　 ３ ａ 　 筒 体
４ 　 隔 壁
５ 　 開 口
６ 　 レ ー ル
７ 　 水 素 ガ ス ボ ン ベ
８ 　 開 閉 ド ー ム
１ １ 　 観 測 用 気 球
１ ２ 　 小 筒
１ ３ 　 ガ ス 供 給 口
１ ４ 　 吸 入 口
１ ５ 　 床
１ ６ 、 １ ７ 　 網
１ ８ 　 高 撥 水 シ ー ト
１ ９ 　 整 流 ボ ッ ク ス
２ ０ 　 外 装 ボ ッ ク ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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